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潜水観察による人工魚礁の実態について－Ⅵ

定置網の誘導魚礁の２例
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Abstract

Somedivingobservationsｗｅｒｅｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｏｎｔｏｔｈｃｔｗｏｓｏｒｔｓofthealluringreefssetinthe
twokindsofthecontrastinglysituatedofI､sea,namcly,theoneconsistingoftheoHseaofKoshiki
lslands,ShimoKoshikivillage,Nagahamadistrict；andtheother,ｔｈｅｏＨ､seaofKooyamaCho

alongtheShibushiBay；withfbllowingresultsobtaincd．

(1)ThereefattheofrscaofNagahamawerenotedtobequiteexcellentintheirfbrmations；
thekindsofthefishnotednumerousaroundthemweresuchbigsizedonesａｓ比γiojajb凹秒”ａｓ""３，

Pαγ”γぶゆo"ｌａｔｒ伽‘α加"2,includingalotoM伽go"J州伽α“．

(2)TherecfSattheofTseaofKooyamaChowerenotedtobeexcellentnotonlyintheirfbr‐
mationsbutinthe砲ctthattheywereset-in,concentratedly・Suchsmallsizedfishesas〃qgo〃
“城ﾉ伽α加sandotherswercnumerous；ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，ｔｈｅｂｉｇｓｉｚｅｄｏｎｅｓｗｅｒｅｑｕｉｔｅｆｂｗ．

(3)Ｉｎｔｈｅｃａｓｃｏｆ(1),thcreasonwhytheywerecxcellentasalluringreemettingalotofbig
sizcdfishesbegatheredatthem，ｗａｓａｓｓｕｍｅｄｔｏｂｅｄｕｅｎｏｔｏｎｌｙｔｏｔｈｅｆactthattheseafiront
isdirectlyadjoinedtotheofTseabuttothefactthatlargesizednaturalree企arelaidnumerous‐
lyattheseafrontspreadinginfi･ontoftheｍ・

Inthecaseof(2),thereasonwhyalotofbigsizedfishesweregatheredatthemwastobedue
ｔｏｔｈｅｆｌｃｔｔｈａｔｔｈｅｓｅａｆｉ･ontofthemiseven-bottomedandisscantyinthenaturalree企sothat

thereefMnthecaseof(2)weremoreexcellentasalluringreefSthanthecaseof(1)．

1．緒 白

人工魚礁は釣，延縄，刺網のように比較的小型で漁獲性能の低い漁具を用いて行なう漁業

を対象にして設置される場合が多い．この他，沖合から漁具の前面に魚群を誘導する目的の

ための場合もある．定置網の誘導魚礁はその１例である．

本研究は，必ずしも誘導魚礁的な役割をもつものではないが，大型定置網の至近距離に人
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工魚礁の存在する２つの例，即ち甑島下甑村長浜沖合と志布志湾高山町沖合の場合について
潜水観察を実施したのでその結果について報告する．

2．甑島下甑村長浜沖合の魚礁

２－１．概 要

串木野市の西方約23浬に位置する下甑村長浜は南東方に開口する長さ1.4浬，奥行0.6浬の

方形状の長浜湾に臨む（Fig.１)．湾内は水深２０ｍ以浅の平坦な砂地で，湾口より沖合に

むかってやや急深となる．水深６０ｍ以深では海底の起伏が多くなり，随所に天然礁が存在

する．人工魚礁は湾の南方沖合に１個所（Ｋｏ－１魚礁)，定置網はこの魚礁の南南西方６５０ｍ

の塩床と，湾の北方の小田に夫々 １力統設置されている（Fig.２)．

本研究でとりあげたＫｏ－１魚礁は，昭和46年12月に設置された１ｍ角，２４６個のコンク

リートブロック魚礁で，水深は４２ｍである．また塩床の定置網は，両口，垣網長240ｍ，

身網長300ｍ,身網水深３７ｍで，小田の網より規模がやや小さく，水深も浅い．

４

覇
Ｆｉｇ．1．Showingthepositionoftheartificialreef

ofrseaoftheNagahamabeachinShimokoshiki

village．

．／

／

Fig.２．Showingthepositionoftheartificial

reefofl､seaoftheNagahamabeachin

Shimokoshikivillage．

２〒2．…観察;臭結果（Fig.３～4,Table１，Ｐｌａｔｅｌ～II）

Ｋｏ－１魚礁の潜水観察は昭和54年11月８ｹ９日の両日にわたって実施した．魚礁はブロック

数約200個のＡ礁，約30個のＣ礁およびＢ礁の３群よりなる.匙Ａ礁は，図示するように，
半月形をしたＡ'礁をもつ塊状の１山型の魚礁である．中央部は３段積み，底面の最大長は

．6寺．.：．』.；

約30ｍで，北側Iこは車輔に以た機械がある．Ｂ礁はジープとブロック２個のみ.Ｃ礁は長

さ約２０ｍの範囲にブロックが不規則に並んでいる.母埋没状態は１０～20ｃｍで，Ａ礁の南
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面とＣ樵でかなり進行している．ブロックの周辺の砂を堀りおこす洗堀の現象は，埋没の

進行している部分で顕著にみられ，その深さは約１ｍに達する所がある．付着生物は，フ

ジツポがブロックの全面を覆っている他，カイメン，コケムシ，ケヤリムシ，ウニ，ヤギ，

ウミシダ等の類が豊富に付着していた．

魚礁に州集していた魚群は極めて豊富で，Ｔａｂｌｅｌに確認出来た魚種と尾数の概値を示す．

回遊性の中層性魚はカンパチを認めた．その遊泳範囲は，Fig.４に示すように，２００尾以上

の群がＡ礁上を１団となって群泳し，その空間は魚碓上２～３ｍから７～８ｍの高さに及ぶ．

底棲性魚は，大別すれば，魚礁に群がる寄り魚の傾向の強いネンブツダイ，魚礁表面に接近
してゆっくり移動する成群性の強いイサキ，魚礁の隙間や内部になわばりをもつ定座性のハ

タ類，コショウダイ，モンッキ，ブダイ等の大型魚に分けられるようである．主な魚種につ
いてその占位場所をみると，まずネンブッダイは，すべての礁で密群をなすが，特にＡ礁

に密度が高い．幼魚で，魚礁の周辺の１～２ｍの範囲に群を形成している．イサキはＡ'礁と

Ｃ樵に大群をなし，その占位空間は海底上約0.5ｍから礁上約0.5ｍの範囲である．ハタ類，

ブダイ，コショウダイはＡ礁の東側部分とＡ'碓に多く，この両礁の間の砂地上にしばしば
出現する光景を観察した．この部分に魚群が多いのは|Ⅱlみの効果'）によるものであろう．こ
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Fig.５．BathymetriccontourchartofofTseaoftheNagahamabeachin
Shimokoshikivillagebyechosounding．
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Table１．Thegatheringfishesontheartificialreef

の他，Ａ礁の北側の２段積みの場所にカゴカキダイ，その近くのブロックの裾部にコショウ
ダイ，イシダイ，Ｂ礁内にハタ，Ｃ礁にコショウダイの大型魚群を夫々に認めた．なおこの

うちＢ礁のハタは，潜水者を威嚇し，強い定座性をあらわしていた．
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2-3．魚礁付近の海底地形（Fig.５～6）

Ｋｏ－１魚礁，その沖合の天然礁および定置網の垣網付近の海底地形を，Ｆｉｇ５のように調

査船を走らせ，音響測深儀で記録した．その結果（Fig.６）によると，魚礁付近は略平坦で
あるが，その沖合には水深４０～70ｍの天然礁があり湾口沖合に広がっている．４～５ｍの

高さの起伏が並び凸部はかなり鋭い．この天然礁は１本釣の好漁場で，イサキが広範囲に分

Thegatheringfishcs Forklength(c、）Ｎｕｍｂｅｒ

Nａ
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3-1．概要

志布志湾の南岸に位置するIＩ'5111町の沖合には，定侭網の前而に魚群を誘導し滞留させる，

所謂’誘導魚碓が数多く設腫されている．当海域の魚碓設侭は昭和45年より始まったが，コ

ンクリートブロックが用いられるようになったのは昭和50年以後である．昭和53年度迄のも

へ

3．高山町沖合の人工魚礁

布する．また北部ではイトヨリ，エビの密度が高い．定撒網の堀綱付近は，約１０ｍ浅く

なった平らな礁となっている．

2-4．考察

長浜沖の人工魚礁は，湾'１沖合に複雑な海底地形をもつ広大な天然樵を擁した絶好の位置

にあり，魚礁面積は狭いにも拘らず沖合から沿岸にむけて形成されていると考えられる魚道

の最終拠点としての価値をもつようである．鹿児島県内の主な魚礁と比較して当魚礁は次の

ような点で優れている．

（１）水中視程が１０ｍ以上で漁場環境の良いこと

（２）魚礁上に浮泥状の堆積物をほとんどみないこと

（３）外海の影群を直接受け，規模の大きな天然礁を前面近くにもつこと

（４）魚碓に対する’本釣，刺綱等の沿岸漁業の依存度が適当であること

以上の優れた点は大型魚を沖合から多く集合させ，また長期にわたって滞留させる結果と

なり，漁場環境の良い点と併せ，商い魚碓効果を発揮している原因となっている．従って至

近距離に設置されている定侭綱にとって，この魚礁は誘導魚礁的な役割を采しているかに見

える．但し，海底地形の記録をみてもわかるように，坑綱の設世場所は約’0ｍ浅い海台状

の所となっている．このような地形を利用した坑綱が，果して魚礁との相互効果を高めるよ

うな形となっているか．魚礁との脈雌が近いところから，研究而でも注目したいところであ

る．今後の研究課題としたい．

肥後他：人工魚礁の実態について－Ⅵ
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SK-3

のについて種類別に累計をとってみると，沈船６隻，バス４台，コンクリートブロック443

個で，そのほとんどは東風泊沖合に集中している．昭和54年以後のものは飯ケ谷の沖合に設

置されている（Fig.７，Table２)．これらの魚礁と定置網との位置関係は，東風泊沖合では，

1.5×１．５×１．５

２
２
２
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４箇所の魚礁群より約400ｍ離れて垣綱長225ｍ,身網長330ｍ,両口の定置網がある．

飯ケ谷沖合では，３箇所の魚礁群があり，これらに近接して垣網長330ｍ,身網長360ｍ,両

口の定置網がある（Fig.８)．従って当海域には，２組の定置網と誘導魚礁が設置されている

ことになる．本研究の対象にしたのは東風泊沖合の４魚礁（SK-1～４魚礁）である．潜水観

察は昭和55年４月７日に実施した．

3-2．観察結果

ＳＫ－１魚礁，ＳＫ－２魚礁（Fig.９～10,Table３，Platelll～1Ｖ）

両魚礁の形態はFig.９に示すように，１部で接続したＶ字型をなす．水深は２８ｍで海

底は平坦，底質は泥である．南側のＳＫ－１魚礁は昭和50年に設置されたコンクリートブロッ

ク魚礁で，個数は１ｍ角231個である．最大長約４５ｍ,高さ７ｍと３ｍの頂部をもつ２山

型である．ブロックの圧潰や亀裂はほとんどない．埋没は１０～20ｃｍ程度．付着生物は全

面を大型のフジッポがおおっている他，所々にウミシダ，ホヤ等を認めた．北側のＳＫ－２魚

礁は昭和51年の設置，ブロックの個数は1.5ｍ角105個である．最大長約４８ｍ,高さ４ｍと

3ｍの独立した２つの山よりなる．浮泥状の堆積物は0.2ｍｍ以下と少ない．

婿集魚の状態はFig.１０とＴａｂｌｅ３に示すように，両魚礁ともネンブツダイに厚くおおわ

れている他，ＳＫ－１魚礁の鞍部およびＳＫ－２魚礁のブロック群の間に，ハタ，イラ，モンッキ，

タカノハダイ等の定座性の大型魚を少数尾ながら認めた．経過年数の多い，ブロックの寸法

の小さい前者の方が魚群密度が高い．

ＳＫ－３魚礁（Fig.９～10,Table３）

昭和53年に設置された1.5ｍ角，127個のコンクリートブロック魚礁である．付近の海底

は平坦で，水深２５ｍ,底質泥である．形態はFig.９に示すように，５．５ｍと５ｍの高さを

もつ２つの群に分かれる．圧潰されたブロックが多く，半壊状態のものを随所にみる．埋没

は１０ｃｍ程度．付着生物は全面をおおうフジツポの他，ケヤリムシ，ホヤ，ウミシダを所々

に観察した．

蛸集魚の状態は魚礁の上方にアジ，魚礁表面にネンブツダイの密群，魚礁の中央部にタカ

ノハダイ，イラ，モンツキ等を認めた．
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昭和48年に設置されたバス３台のうち１台を観察した．付近の海底は平坦，水深２３ｍ,底

質泥である．このバスは屋根の上半分が押しつぶされたような形をしている．以前，曳網に

より移動，破壊された模様である．屋根の部分は腐蝕により所々穴が出来ている．付着生物

Reel． Thegatheringfishcs Forklength(c、） Ｎｕｍｂｃｒ
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は屋根の部分も含めて，全面にフジツポ，ウミトサカ等を認めた．

婚集魚の状態はネンブツダイの密群がバス全体をおおっている他，内部にアラの大型魚と

カサゴ，底部付近にカゴカキダイ群を認めた．

3 -3．考察

広大な面積をもつ志布志湾の奥部に位置している当海域は，西に肝付川口，東に内之浦湾

があり，魚族の繁殖，生育，来遊の場となっている．魚道も古くから形成されているようで

あるが，資源の減少に伴ない，魚道の効果を増幅する目的から最近魚礁設置が盛んにおこな

われているようである．観察した４箇所の魚礁について特徴点をあげると次のようである虻

（１）いずれの魚礁も１箇所に集中してまとまりよく積まれ，２山型か，それに近い形を

なしている．特にＳK-1,2魚礁は珍しいＶ字型をなし興味深い．これらの形態は凹

みの効果'）を発揮しているようである．

（２）付着生物が豊富で，浮泥状の堆積物の量も少ない．鹿児島湾の場合と異なり，バス

の屋根の部分にフジツポ等の付着をみられたことは，この海域の漁場環境が鹿児島湾

より良好であることを示すものである．

（３）大型魚は少ないが，ネンブツダイの密群が，すべての魚礁を厚くおおっている．

即ち，当海域の魚礁群は，魚群が蛸集し易く，魚礁間を往来しながら長期にわたって滞留

出来る環境をもち，また大型魚を誘引する指標となるネンブツダイを多く集めていること等

好条件を揃えている．従ってこれらの魚礁群に蛸集した魚群が，至近距離にある定置網に入

網する確率は高いものと考えられる．魚礁観察の当日，定置網の入網魚の中から，小型魚に

ついて無作為にある量を抽出し，体長と尾数を測定した（Table４)．その結果，小型魚では

あるが，定置網の人網魚と魚礁の蛸集魚との間には密接な関係のあることがわかる．

終りに，両海域に設置してある４統の定置網の漁獲状態と魚礁との関係について検討して

みる（Table５)．同表は夫々の定置網の規模と，本研究でとりあげた魚礁までの距離および

観察を実施した時期の１カ月間の漁獲量を示したものである．その結果，４統の網で共通し

ている点は，魚礁に近い網程漁獲量が多く，特にアジ，イワシ，瀬物で多くなっていること

である．海域別にみると，下甑村沖合では，魚礁より遠距離にある小田の網より塩床の網の

方が，回遊'性および定座性のほとんどの魚種において漁獲量が多くなっている．勿論，網の

立地条件の相違が，このような漁獲差の原因にもなっているのであろうが，ブリ，アジ，イ
ワシ，瀬物等魚礁に蛸集し易い魚種が圧倒的に塩床の網に多くなっており，魚礁効果を否定

出来ない結果となっている．高山町沖合では，カツオのように成群性の強い大型回遊魚は，
より沖合の飯ケ谷の網に，アジ，イワシ，サワラ，フグ等のように密群は形成するが群の小

Table４．Thefbrklengthofcaughtfishesbysetnet．

肥他後：人工魚礁の実態について－Ⅵ
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さい中型回遊魚と瀬物は一般に東風泊の網に多くなっている．また１カ月間の累計でも東風

泊の網が多い．立地条件からみて，志布志湾口より遠い東風泊の網に，中型魚群がより多く

入網するのは，矢張り網近くに設置されているSK-1～４魚礁が誘導魚礁として効果を発揮し

ているためと考えられる．

以上の漁獲結果からみて，両海域の定置網のもつ立地条件は，外海→天然礁→人工魚礁→

定置網という長浜沖合の場合，外海→広大な湾→人工魚礁→定置網という高山町沖合の場合

と全く対照的に異なっていても，魚礁の効果は同様に表われているものとみてよい．魚道上

の最終拠点として考える誘導魚礁の対照的な好例であろう．

誘導魚礁の効果は，魚礁との相対距離，相対方向により決定されるという2)'3)'4)．この効

果をみる場合，今迄発表された報告のように，漁具を定置網の周辺に展開するとか，あるい

は標識放流を行なう等の方法がより適当と思われる．今回は水中観察と漁獲量の状態で検討

した．また比較した漁獲量は僅か２カ月間のもので問題点は多い．今後は，魚礁で観察した

魚群と定置網に入網した魚群を比較して誘導魚礁の効果の検討を行ないたいと考える．

4７

1）

文 献

肥後伸夫・長島美知男（1978）：潜水観察による人工魚礁の実態について-11.鹿児島大学水産学部

紀要，27,(1)，117～130．

大島泰雄（1964）：人工魚礁．水産増殖叢書，８，８

魚礁総合研究会（1976）：人工魚礁の理論と実際一(11)．日本水産資源保護協会

町田末広・深堀一夫・徳永武雄（1979）：定置網に対する誘導魚礁の効果．長崎県水産試験場報告，

5,65～70.

肥後他：人工魚礁の実態について－Ⅵ

４．要約

対照的な立地条件下に設置されている２つの誘導魚礁，即ち甑島下甑村長浜沖合および志

布志湾高山町沖合の人工魚礁について潜水観察を実施したので，その結果について報告する．

（１）長浜沖合の魚礁は，魚礁の形態が優れており，カンパチ，イサキ，コショウダイ等の

大型魚が多く，またネンブツダイも非常に多い．

（２）高山町沖合の魚礁は，魚礁の形態が優れている上に，多くの魚礁が集中している．し

かし，ネンブツダイ等の小型魚が多い割に大型魚は少ない．

（３）前者は外海に接している上に，前面の海域に大きな規模の天然礁が存在しているため，

大型魚が多く集まり，誘導魚礁としての機能を発揮しているようである．後者は広大な

湾の奥部にある上に，前面の海域が平坦な海底で天然礁がないため，誘導魚礁としての

‘性格を前者より強く有しており，大型魚の来遊量も多い．

本研究は下甑村役場経済課，長浜漁業協同組合および高山町漁業協同組合の依頼により実

施したもので，研究の推進に当たり御協力をいただいた関係各位に深い謝意を表したい．ま

た高山町の魚礁の研究に対し御協力をいただいた大隅水産業技術改良普及所の志賀所長を始

め所員の各位に厚くお礼申し上げる次第である．
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肥後他：人工魚礁の実態について一Ⅵ
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